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港北ニュータウンとは､どんな都市計画なのか? 111203 川手昭二

港北ニュータウンとは､三つの都市計画が絡み合っています｡

0-1. 港北ニュータウンは､都市の骨格をつくる都市計画です (横浜市の6大

事業)0

(注･1) 6大事業は､市長選に勝利した飛鳥EEl市長の選挙公約ですOしたが

って､議会決議を経ずに､市長は部局長に命じて､具体的な方針を指

示することが出来ました｡

(注･2) 地方自治法第2条第4項で､基本構想 (議会決定)が義務付けられ

て (1969年)､作成された横浜市の総合計画が ｢ゆめはま2010プラン｣

ですC ｢ゆめはま2010プラン｣は6大事業を踏まえて､定めたものであ
り､歴代の市長は､それを継承して基本計画･実施計画作成してきました｡

0-2地元住民の決断を促す柱となる都市計画です0

1968年の新都市計画法の｢開発許可制度｣(乱開発を防止する制度)を､

横浜市は厳格に実施することを宣言し､農業集落の人たちに決断を促す決

め手になりました｡

市の説明を聞くために集めた主体は､地元の農協であったが､集まった

地元のメンバーは､住民参加のまちづくりであるならば､連合町内会が主

体になるべきと決定され､その場で港北ニュータウン建設対策協議会 (以

後､対策協と書く)が結成された｡

0-3.港北ニュータウンは､住宅公団の都市計画事業です｡

公団総裁と横浜市長の協議で､公団が港北ニュータウン事業を担当し､

あわせて公団独自の都市計画事業を行うことにしました｡

(注 ･3)開発区域は､横浜市が定めた区域とし､公団はその区域内で用地を

取得する｡

(注 ･4)事業計画は､公団が中心になって定め､市と地元の協議によって決

定する｡



§1. 6大事業によって都市の骨格をつくる都市計画｡
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⇒ 左記.3地区を瑚 化して

広域の複合業務地区に

作り変え､広域横浜圏の中心

にするQ

② 富岡･金沢地先埋め立て事業

･広域の複合業務中心地区にある工場を移転する受け入れ先の整備事業｡

③ ベイブリッジの架橋

･広域の複合業務中心地区から通過交通を排除

･国際港都の海の玄関口のシンボルとする｡

④ 都市高速道路の建設

･広域の複合業務地区を中心した環状放射道路の整備

6) 都市交通鉄道の建設

･広域の複合業務地区-の通勤 ･買い物の主要な交通手段とするO

⑥ 港北ニュータウンの建設

① ～⑤までの事業に関連つけた郊外住宅地の開発モデルとするC

事業を展開するにあたっての事業展開指針は､

A.乱開発防止に貢献する開発方法として､市街化調整区域の厳格な適

当を堅持する｡

B.住民参加の開発方法を開発する｡

C.都市農業の確立に貢献する開発方法を開発する｡



§2.｢農業集落から住宅都市-の､土地利用の変更に必要な都市計

画事業｣という ｢地元住民の決断を促す柱となる都市計画｣｡

1-1.決断の背景

A. 1960年には､農地改革がほぼ終わり､全国の農家の次男･三男が都市産業

に集団就職開始｡ ⇒ 大都市-の人口集中

B.近郊農業の機械化と化学肥料利用で山管理の放棄 ⇒ 兼業農家の増大+

山林の切り売り

C.大都市ホワイ トカラーの収入増加+住宅金融公庫 ⇒大都市郊外の市街化

1-2.決断の地域差

A.横浜線 ･中山駅､東横線 ･綱島駅に近い都田地区､高田･新吉田地区の農協

と住民はインフラ整備しなくても､宅地需要は十分あると判断｡

B. アクセスの悪い中川地区:横浜線 (1時間に1本の単線電車)中山駅-徒歩

1,5時間､東横線･綱島駅へ徒歩2時間(バスは一日数本)は､インフラを整備

するはかないと認識c

l･3 決断-の切り札と､決断の効果

A.対策協が示した覚書案 ((丑開発区域は地元が決める､②開発事業の内容は

市と公団が提示し､地元が了解したことだけを実施する､③公団の買収価

格標準額は地元が決めるので､それをもとに公団が買収交渉すること)を

飛鳥田市長が署名締結したことが切り札になりました｡

B. ｢公団の基本計画(KJ法による都市像)｣を対策協は喜んで承認し､都市像実

現のためのニュータウン建設研究会を設立しました｡メンバーから地元の

ニューリーダーが生まれ､農家-の個別説明の役割を果たしました ⇒

｢特別な用地 (広域対応のタウンセンター用地など)｣-の申出換地を､地

元農家に周知･指導 ⇒申出者によるグループ会議の立ち上げ⇒衝づくり

協定の作成はなど､港北ニュータウンのまちづくりの進化の原動力になり

ました｡



§3.住宅都市整備公団の都市計画｡

東京･横浜の連担市街地の理想的な土地利用計画を提案し､公団の都市計画事

業として展開する｡

公団は基本計画作成過程で､対策協 (地元と市との議論)の発言をKJ法カ

ー ドにまとめ､KJ法構造図解を経て､新しい都市像 (注参照)に到達した｡

それが､港北ニュータウンの都市構造 ･グリーンマ トリックスである｡

(注 :KJ法構造図で明らかになった､地元と市と公団職員が望む新都市の内容)

1 ｢このまちに住むことで､思い出が積み重なる街にする｣

第 1に､身近な自然を楽しむために､現存の社寺･屋敷林の緑を活用して ｢緑

の散歩道を造る｣Cその散歩道を家族で散歩し､社寺の歳時記に参加すること

で､思い出が積み重なっていく街にする-13kmの緑道

第 2に､通過交通の入り込まない住宅街区を作り､地先の街路で子供たちが

安心して遊べる ｢コミュニティ道路｣を整備するO｣

2 ｢このまちを､自動車公害と無縁の街にする｣｡東京と横浜が連続した市街地

になる頃は日本も自動車型社会になって､自動車公害に悩まされるだけでな

く､公共輸送の力が衰えて､弱者が住みづらいまちになる怖れがある｡それ

には第 1に､地下鉄駅まで 15分以内に徒歩で到達できる歩行者専用道路の整

備｡第 2に､バス停と住宅との距離が5分以内になるような歩行者路を張り

巡らせることCバス停付近にコーナーショップが立地すれば､夜遅く帰宅す

る通勤通学する人に便利であるだけではなくて､夜､買い物に来る人の流れ

もできて､安心な住宅地が形成され､公共輸送機関利用の快適さを実感し､

利用者が増えて運転回数が増加し｢自動車に頼らないですむまち｣ができる｡

3 週末にニュータウン外に遊びに行くのではなく､｢このまちで週末 (土曜

日･日曜日)の二日間を､まるまる楽しめる広域対応のタウンセンターを作

り育てる｣O

ニュータウンが整備されることで､休日の広域交通が減少するような街づく

りを目指すO-→そのためには､自動車による来街者を当てにせず､地下鉄駅依

存型の都市構造とすべきである｡



(環状の緑道 ･エコロジカルマトリックスの概念図)

(説明)13kmの緑道は主に既存の谷戸を軸として計画しているので､谷戸にあ

った湧水を生かしてせせらぎを復活させている｡せせらぎは早捌川の支流にな

るので､水の流れは鶴見川に合流した後に東京湾に注ぐことになる｡この水系

に沿って存在していた生物の動きを生態系の環境として再生することが期待さ

れる｡

また､鶴見川は緑のマスタープランで広域レクリエーション軸に位置づけら

れているので､早淵川もその軸に繋ぐことが出来れば､区民は 13km の緑道を

通って広域レクリエーションコースに足を伸ばすことが出来るようになると期

待している｡

･緑道に沿って､旧集落民が管理する神社 ･寺を保全すれば､伝統的な歳時記

が継承されます｡ここに移住する新住民の子供達が伝統的な祭りに加わること

で､ある種の原風景を獲得するでしょうoしかも､その場所は親たちと散歩し

た緑道に沿っているので､子供時代に ｢ふるさとの原風景｣を蓄積する機能動

線になりますO



2-3 ｢自家用自動車に額らないですむまち｣の内容は?

東京と横浜が連担した市街地になり､マイカー時代になると､鉄道駅ターミ

ナルに集まるバス道路は､通過交通が入り込んで渋滞を起こし､バス利用の通

勤･通学時間が不安定になることを防ぐ必要がありますO防ぐことが出来れば､

住民は通勤 ･通学に公共輸送機関を利用するようになりますo結果として､公

共輸送機関利用者が増えて､運転回数が増加 します｡

バス停と住宅との距離が5分以内になるような歩行者路を張り巡らせ､鉄道

駅まで15分以内に到達できる道路を整備Oバス停付近にコーナーショップが

立地すれば､夜遅く帰宅する通勤通学する人に便利であるだけではなくて､夜､

買い物に来る人の流れもできて､安心な住宅地が形成され､公共輸送機関利用

の快適さを実感し､利用者が増えて､運転回数が増加 し､｢自動車に頼らないで

すむまち｣が形成されると言 う考え方です｡このまちを､自動車公害と無縁の

街にし､自動車を持たなくても不便を感じないまちをつくるために､ブキヤナ

ンレポー トの道路計画を採用しましたO

(港北ニュータウンの街路配置モデル図)



･小中学校区は､駅広と緑道を結ぶ幅広の歩専道を通学動線の集中する軸とし､

軸に沿って､小学校2校 ･中学校 1校をセットにした住区である｡

ブキヤナンレポー トの街路を要素とする計画 (コミュニティ道路)によって､

通過交通を遮断し､子供や家族が遊ぶことができるコミュニティ空間になって

いる｡

この軸はまた各家から駅前センターに行くための買い物 ･通勤動線にもなっ

ていて､大人や親たちの視線に守られた通学路になる｡図を見れば分かるよう

に､緑道は歩専道と完全にネットワークされているので怖くない散歩道になっ

ている｡

子どもたちはこの図に描かれた歩行者の道を使って通学し､家族と散歩し､

友達と道草を食って育った経験を重ねることで､ふるさとの原風景を獲得する

であろうと期待した計画であるO

(小学校2校､中学校 1校を単位にした､コミュニティ計画図)
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(緑道 ･v5道路 ･3m歩専道 ･広幅員の歩行者専用道路 ･車道の合成図)

(説明)プキャナンレポー トの街路要素を組み合わせた図で､各家からせせらぎ-散歩に行

くときは勿論､買い物に行くときも､小中学校に登校するときも､鉄道に乗るときも自動車

と殆ど出合うことなく､安全に歩き･遊び･憩うことができるoこのときに利用される歩道

は､主婦にとっては立ち話の場所になり､生徒にとっては道草の道になり､学校の先生にと

っては体操時間のグランドコースになる0

13km の緑道は家族の自然観賞ハイキングコースとして一 日楽 しめる道にな

り､駅広に向か う幅広の歩専道はタウンセンター-家族で遊びに行 く道になる｡

こうして区民は週末の一 日を自分の地域で､自前の緑を満喫 し､家族や友人と

語 り合える場所を持つことになる｡
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